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「嵐太鼓J電園圏直置圃畠勇壮にヂピユ
長浜夏まつり盛大に開催

長
浜
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
長
浜

夏
ま
つ
り
」
が
、
八
月
七
日
、
長
浜
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
日
高
照
友
会
長
)

に
よ
り
、
町
民
の
広
場
、
小
浦
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
を
中
心
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
町
民
の
広
場
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
出
庖
が
並
び
、
フ
ワ
フ
ワ
{
子
宙
船
、

宝
さ
が
し
、

R
N
B移
動
サ
テ
ラ
イ
ト
、

沖
縄
に
い
こ
う
O
×
ク
イ
ズ
な
ど
、
ま

た
、
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク

で
は
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
着

撮
影
会
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
く
楽
し
め
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
は
、
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
約
七
百
人
の
参

加
に
よ
る
長
浜
音
頭
踊
り
大
会
が
行
わ

れ
た
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
嵐
太

鼓
発
表
会
」
が
、
夜
を
彩
る
華
や
か
な

花
火
を
合
図
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
火

と
太
鼓
競
演
で
賑
わ
っ
た
町
民
の
広
場

は
、
感
動
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
訪
れ
た

大
勢
の
観
光
客
が
、
長
浜
の
夏
の
夜
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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議会・町議会選挙ほか一一一

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
八
月

十
二
日
に
聞
か
れ
、
請
負
契
約
な
ど
の

二
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

戒
川
川
へ
き
地

集
会
室
改
築
工
事

請
員
契
約
の
締
結

平
成
五
年
度
長
浜
町
立
戒
川
小
学
校

へ
き
地
集
会
室
改
築
に
係
る
工
事
は
、

一
億
四
千
三
百
十
七
万
円
で
、
株
式
会

社
一
宮
工
務
庖
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
区

広
域
市
町
村
圏
組
合

規
約
の
一
部
改
正

八
幡
浜
‘
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
規
約
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域

市
町
村
圏
組
合
の
共
同
事
務
に
、
八
幡

浜
ι

大
洲
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計

画
に
基
づ
く
広
域
的
事
業
及
び
関
係
市

町
村
等
が
実
施
す
る
事
業
の
連
絡
調
整

に
関
す
る
事
務
の
追
加
と
所
要
の
規
定

整
備
を
図
る
た
め
、
規
約
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

住
宅
統
計
調
査
は
、
「
住
宅
の
国
勢

調
査
」
と
も
言
わ
れ
る
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
の
一
つ
で
、
昭
和
二
十
三
年

以
来
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
暮
ら
し
ゃ
す
い
住
宅
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で
、
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
は
、
十
月
一
日
現
在
で
、
全
国

の
約
四
百
万
の
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
、

調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、
九
月
下

旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お

伺
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
c

宮住宅統計調査
恒豊E空盟旦上回

労主?
お働竿予
す停古 Z
み l生皆の。

で加子 I
す入山長
かは 1 

労
働
省
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
十
月

一
二
十
一
日
ま
で
を
「
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
」
と
定
め
、
労
働
保
険
(
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
)
の
未
加
入
事
業
所

の
解
消
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
事
業
、
王
の
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
八
幡
浜
労
働
基
準
監

督
署
(
君
。
八
九
四
l
一一一一

l
一
七
五

O
)
ま
た
は
、
大
洲
公
共
職
業
安
定
所

社
会
保
険
出
張

相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
一
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

一
日
時
}
九
月
三
十
日
(
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
)
・
十
月
十
二
日
(
午

前
九
時
か
ら
正
午
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

職
場
に
介
護

休
業
制
度
を

そ
れ
ぞ
れ
が
輝
く

た
め
の
制
度
で
す

現
代
急
速
に
進
む
高
齢
化
、
核
家
族

化
を
背
景
と
し
て
、
介
護
の
問
題
が
大

き
な
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

働
く
人
が
、
雇
用
を
継
続
し
つ
つ
、

自
ら
家
族
の
介
護
が
行
え
る
よ
う
、
企

業
に
お
け
る
介
護
休
業
制
度
等
の
整
備

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
介
護
に
関
す
る
企
業

内
福
祉
制
度
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

「
介
護
休
業
制
度
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
企
業
が
最
低
限
導
入
す

べ
き
制
度
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で

す。
介
護
休
業
制
度
は
、
企
業
に
と
っ
て

は
人
材
確
保
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
労

働
省
に
と
っ
て
は
家
庭
生
活
と
職
業
生

活
の
両
立
が
図
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
支

え
て
い
く
上
で
、
是
非
と
も
必
要
な
制

度
で
す
。

介
護
休
業
制
度
の
内
容
及
び
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
婦
人
少
年

室
(
松
山
市
辻
町
一
一

i
一一一
l
六

官

。

八
九
九
!
二
四
i
六
七
七
二
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
届
出
を

一一一一年金関係・人権作文

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
で
、
加
算
額
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
子
供
が
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

「
加
算
額
対
象
者
不
該
当
届
」
を
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
供
が
亡
く
な
っ
た
と
き

②
子
供
と
の
生
計
維
持
関
係
が
無
く

な
っ
た
と
き

③
子
供
が
婚
姻
し
た
と
き
(
事
実
上

の
関
係
を
含
み
ま
す
)

④
子
供
が
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

方
の
配
偶
者
以
外
の
方
の
養
子
に
な
っ

た
と
え
」
(
事
実
上
の
関
係
も
含
み
ま
す
)

⑤
子
供
と
離
縁
し
た
と
き

⑥
十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
子
供

の
場
合
、
障
害
の
程
度
が
よ
く
な
っ
た

場
合こ
の
届
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り

し
ま
す
と
、
年
金
の
受
け
取
り
過
ぎ
に

な
り
、
後
に
な
っ
て
受
け
取
っ
た
年
金

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

各
撞
会
議
@
宿
泊
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
制
度
の
本
来
の
事
業
は

年
金
や
一
時
金
を
給
付
す
る
こ
と
で
す

が
、
こ
の
他
、
現
在
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
や
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
る
方
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

福
祉
施
設
を
設
置
し
て
年
金
給
付
の
効

果
を
側
面
か
ら
援
助
し
て
い
ま
す
3

現
在
、
全
国
各
地
、
五
十
一
か
所
に

国
民
年
金
の
会
館
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、

保
養
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
、
加
入
者
や
ま
害
受
け
取
っ
一

て
い
る
方
及
び
そ
の
家
族
の
心
身
の
保

養
、
健
康
の
保
持
・
増
進
に
役
立
て
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
〉

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
、
つ
に
施
設
の

内
容
や
利
用
料
金
に
つ
い
て
も
十
分
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
宇
和
島
市
に
国
民
年

金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
う
わ
じ
ま
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
種
宴
会
、

諸
会
議
・
ご
宿
泊
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
「
、
つ
わ
じ
ま
」
(
宇
和
島
市

丸
穂
天
満
甲
二

O
七
i
二

宮

O
八
九

五
1
一一五
l
一二

0
0
0
)
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
き
い
。
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¥ 〉丸

哀のひとと巷
~， 

子供からお年寄りまで楽しめた夏まつり(町民の広場)

~ 

爽快に進む? (ウインドサーフィン)

つ

長浜夏まつり一一一

約500人が入船(フワフワ宇宙船)

コッチを向いて(水着撮影会)

り たくさん金魚がすくえたかな(出庖)
常

~ 司、

いらっしゃい fいらっしゃいおいしいよ(出庖)



一一一町長浜夏まつり

まだ始まらないの I (UXクイズ)

リズミカルに行進(県警察マーチング
バンド)

盛大にドーン(花火)

Y講義〈織えた

突然のインタビューにピックリ
(RNB移動サテライト)

この紙を探してください(宝さがし)

沖縄は兵庫の井本美諭ちゃんに
(OXクイズ)

酎
嵐太鼓との美しいジョイント(県警察音楽隊)
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結核はなぜ減らないか一一一

結核はなぜ滅らないかす
結核羅患率の減少速度は

鈍化している

我が国では、 1970年代後半から結核擢患率

の減少速度が鈍化していることが心配されており、

長浜町においてもここ数年の結核擢患率は、ほぼ

横ばいで全国平均を上回っています。

結核感染と
発病の時期はいつか

結核権患率の年次推移

(単位人口10万対)

1∞ 
90 

80 I 
70 

50 ト4三
40 

30 

20 

10 

62年 63年 元年 2年 3年

現在の日本人は、結核に曝されている年齢層からみると、二つのグループに分かれています。

第二次大戦前からしばらくの問、日本では結核が広く蔓延していましたので、当時は大人になるまでに

大多数の人が結核に感染していました。

それが、 19 5 0年頃から行われた結核対策、特に化学療法の普及によって、結核に感染する機会が急

速に減り始め、その後の世代では、大多数の人が結核に感染しないようになりました。結核に汚染されて

いる世代とされてない世代の境は、 55歳くらいで昭和のー桁生まれの世代とそれ以降に生まれた世代と

いうことになります。

結核に感染している人が、結核になる危険を人の一生の中でたどると、生まれてすぐの時期に危険が高

く、子供の成長とともに危険が減って学童期は安定しています。思春期では、再び危険が高く、中年は安

定していますが、年をとってくると発病する危険が高くなることが分かつています。

結核に汚染された世代が年をとれば、発病の危険が高くなるので、当然結核になる人が増えます。しか

も、最近わが国では、人口の急速な高齢化が起こっており、結核に汚染された世代の人数が、急速に増加

しているので、当然発生する患者も増えてくることになります。

また、昭和の二桁以降に生まれた世代、特に 30歳以下では、ほとんどの人が結核の未感染者です。こ

ういう若い世代の中に、あるいは若い世代と接触する機会の多い人の中に結核が発生し、その発見が遅れ

れば集団で発病することになります。

早期発見と早期治療のために

長浜町と大洲保健所では、 11月を「結核ゼロへのお願いj啓発月間として、さまざまな行事を計画し

ていますが、特に 10月から結核検診の未受診者を対象として、レントゲン車による巡回検診を実施する

ことにしていますので、ぜびこの機会に受診してください。
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愛
媛
県
で
は
、
十
月
を
「
犬
の
危
害

防
止
対
策
推
進
月
間
」
と
し
て
、
犬
の

正
し
い
飼
い
方
の
啓
発
、
野
犬
の
一
斉

掃
討
を
実
施
し
、
犬
に
よ
る
危
害
の
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
こ
の
月
間
中
に
犬
の
正

し
い
飼
い
方
の
啓
発
、
捕
獲
箱
に
よ
る

野
犬
の
一
斉
掃
討
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う

一一一一ー相談所の開設など

①
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

②
噛
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
犬
に

よ
る
も
の
で
、
飼
い
主
の
無
責
任
な
放

し
飼
い
が
原
因
で
す
。

③
運
動
を
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
解

き
放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

犬
は
捨
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

①
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を
加
え

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
飼
う
以
上
は
、

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
持

ち
、
死
ぬ
ま
で
飼
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

②
不
用
犬
は
、
引
き
取
り
ま
す
の
で
、

ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
役
場
生
活
環
境
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

適
正
な
飼
育
管
理
に
努
め

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

①
根
気
と
愛
情
を
も
っ
て
、
よ
い
し

つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
い
つ
も

清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
汚
物
「
フ
ン
」
等
で
道
路
、
公
固

な
ど
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
、
環
境
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

犬
に
は
表
示

を
つ
け
ま
し
ょ
う

①
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
・
注

射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
下
さ
い
。

②
門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に
「
飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証
」
(
犬
の
鑑
札
と
一

緒
に
渡
し
て
い
ま
す
。
)
を
掲
示
し
て

く
だ
さ
い
。

登
録
(
鑑
札
)

狂
犬
病
予
防
注
射
は

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

と

①
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、
毎

年
一
回
、
登
録
と
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
受
け

て
い
な
い
方
は
、
登
録
は
役
場
生
活
環

境
課
、
ま
た
、
予
防
注
射
は
大
洲
保
健

所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
正
し
い
飼
い
方
、
危
害
の
防
止

等
に
つ
い
て
は
、
役
場
生
活
環
境
課

(
宮
五
三

I
一
一
一
こ
ま
た
は
、
大

洲
保
健
所
(
宮
二
四
l
二
九
一
九
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
料
交
通
事
故

相
談
所
を
開
設

愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
(
九
月
二

十
一
日
か
ら
三
十
日
)
の
一
環
と
し
て
、

交
通
事
故
で
被
害
に
遭
っ
て
お
困
り
の

方
の
た
め
に
「
秋
の
巡
回
交
通
事
故
相

談
(
無
料
)
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
お
越
し
に
な
れ
な
い
方

は
、
県
庁
及
ぴ
地
方
局
等
の
常
設
相
談

所
や
定
期
相
談
所
を
ご
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

{
日
時
一
九
月
二
十
七
日
(
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
)

一
場
所
一
大
洲
市
役
所
本
館
三
階
会
議

室
{
相
談
内
容
}
①
損
害
賠
償
額
の
算
定
、

請
求
方
法
②
示
談
の
仕
方
、
保
険
金

等
の
請
求
方
法

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
交
通
消

防
課
(
宮
四
一
y
i
一
一
一
一
一
・
内
線
二

四
五
一
)
ま
た
は
八
幡
浜
地
方
局
県
民

生
活
課
(
宮

O
八
九
四
l
一一一一

l
四一

一
こ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登

記

法

律

相
談
所
の
開
設

愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
八
幡
浜

公
証
人
役
場
の
協
力
を
得
て
、
無
料
登

記
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

土
地
、
建
物
の
登
記
・
供
託
・
訴
訟

手
続
、
ま
た
、
遺
言
や
各
種
契
約
等
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

{
日
時
}
十
月
一
日
(
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
)

{
場
所
一
大
洲
市
民
会
館
一
階
第
二
会

議
室国

間
齢
者
の
人
権
問
題

お

困

り

の

方

日
料
十
二
時
間
電
話
相
談

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権

養
護
委
員
連
合
会
で
は
、
愛
媛
弁
護
士

会
の
後
援
を
得
て
、
高
齢
者
の
扶
養
、

介
護
、
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
等
の
人
権
問
題
に
関
す
る
十
二
時

間
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
九
月
二
十
九
日
(
午
前
九
時

か
ら
午
後
九
時
)

{
電
話
番
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一

二
O
l
O
二
五
五
五
O

一
相
談
担
当
者
一
人
権
養
護
委
員
、
弁

護
士
、
法
務
局
職
員

警
察
・
弁
護
士
・
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

で
は
、
暴
力
団
に
関
し
交
通
事
故
や
金

銭
貸
借
上
の
問
題
、
商
取
引
や
家
屋
の

賃
貸
借
に
か
か
る
問
題
な
ど
で
お
困
り

の
方
に
、
暴
力
団
に
関
す
る
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

{
日
時
・
場
所
}
十
月
十
二
日
(
午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
)
三
越
松
山
庖
八

階
、
十
月
十
九
日
(
午
後
一
時
か
ら
午

後
四
時
)
ダ
イ
エ
ー
シ
ヨ
ツ
パ

1
ズ
八

幡
浜
駅
前
届
三
階

な
お
、
詳
し
く
は
、
(
財
)
愛
媛
県

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八
九

九
l
一一一一一

I
八
九
三
O
)
ま
た
は
、
大

洲
警
察
署
(
宮
二
四

I
一
二
七
五
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせ一一一一

極
左
暴
力
集
団
は
、
今
年
四
月
末
ま

で
に
二
十
一
件
も
の
人
の
殺
傷
を
伴
、
っ

爆
破
事
件
や
国
宝
級
の
神
社
・
仏
閤
を

焼
き
打
ち
す
る
放
火
事
件
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。

こ
の
極
左
は
、
自
分
た
ち
の
目
的
達

成
や
勢
力
誇
示
の
た
め
に
、
貴
い
命
や

歴
史
上
貴
重
な
建
造
物
を
虫
け
ら
や
紙

く
ず
の
よ
う
に
扱
、
つ
よ
卑
劣
な
集
団
で
す
。

特
に
許
し
が
た
い
こ
と
は
、
彼
ら
が

こ
の
よ
う
な
凶
悪
事
件
を
起
こ
し
な
が

ら
、
い
か
に
も
善
良
な
市
民
の
よ
う
に

振
る
舞
い
、
次
々
と
事
件
を
起
こ
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
極
左
(
秘
密
部
隊
員
)

は
、
皆
さ
ん
の
隣
に
住
ん
で
い
る
の
で

す
。
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
最

寄
り
の
警
察
署
・
派
出
所
・
駐
在
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

極
左
は
、
皆
さ
ん
と

こ
こ
が
遣
い
ま
す

マ
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
口
、
郵
便
受

に
表
札
が
な
い
、
あ
っ
て
も
簡
単
な
メ

モ
程
度
の
も
の
。

マ
留
守
が
多
く
、
雨
戸
、
カ
ー
テ
ン

が
閉
め
っ
ぱ
な
し
が
多
い
。

マ
洗
濯
物
は
庭
先
・
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
、

外
に
干
さ
な
い
。

マ
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
で
、
家
族
に

お
年
寄
り
ゃ
子
供
が
い
な
い
。

マ
訪
問
者
に
こ
と
さ
ら
気
を
つ
か
い
、

顔
を
合
わ
せ
る
の
を
嫌
が
っ
た
り
、
部

屋
の
中
を
見
ら
れ
る
の
を
嫌
う
。

マ
外
出
・
帰
宅
の
時
聞
が
一
定
せ
ず
、

外
に
出
る
と
き
周
囲
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

見
回
し
た
り
、
家
に
帰
る
と
き
も
周
り

を
気
に
す
る
。

マ
ゴ
ミ
収
集
日
に
ゴ
ミ
袋
を
出
さ
な

い
(
出
し
て
も
極
端
に
ゴ
ミ
が
少
な
い
)
。

※
極
左
の
秘
密
部
隊
員
は
、
あ
な
た

の
そ
ば
に
い
ま
す
。
「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
、
警
察
本
部
(
フ
リ
ー
ダ

イ
ア
ル

O
二一

O
l
二二

1
九
一
一

O
)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
震
@
津
波
に

備
え
ま
し
ょ
う

大

洲

消

防

署

去
る
七
月
十
二
日
、
北
海
道
で
は
、

南
西
沖
で
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
や

崖
崩
れ
等
に
よ
り
、
多
数
の
死
者
や
行

方
不
明
者
が
出
る
な
ど
、
多
く
の
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

四
園
地
方
で
は
、
地
震
の
発
生
が
比

較
的
少
な
い
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

決
し
て
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
。
も
し
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心

が
け
、
地
震
・
津
波
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

日

頃

の

備

え

①
消
火
用
水
、
消
火
器
な
ど
を
準
備

し
て
お
く
。

②
ス
ト
ー
ブ
等
は
対
震
装
置
の
付
い

た
安
全
な
も
の
を
使
用
す
る
。

③
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
く
。

④
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
く
。

⑤
倒
れ
そ
う
な
家
具
類
は
固
定
し
、

高
所
か
ら
の
落
下
物
が
な
い
よ
う
に
す

る。

地
震
発
生
時
の
注
意

一
屋
内
に
い
た
場
合
}
①
机
、
ベ
ッ
ト

な
ど
の
丈
夫
な
家
具
等
の
下
に
身
を
隠

し
、
ま
ず
我
が
身
の
安
全
を
図
る
。
②

素
早
く
火
の
始
末
を
す
る
。
③
あ
わ
て

て
戸
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

{
屋
外
に
い
た
場
合
一
①
建
物
の
近
く

に
い
た
場
合
は
、
屋
根
瓦
、
ガ
ラ
ス
、

看
板
、
外
壁
の
落
下
す
る
危
険
が
あ
る

の
で
、
速
や
か
に
遠
ざ
か
る
。
②
白
動

車
を
運
転
し
て
い
た
場
合
は
、
退
避
所

等
(
や
む
お
え
な
い
場
合
は
道
路
の
左

側
)
に
停
車
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

一
避
難
す
る
場
合
一
①
山
際
や
急
傾
斜

地
で
は
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
、
ま
た
、
海

岸
地
帯
で
は
、
津
波
等
が
発
生
す
る
危

険
が
あ
る
の
で
、
海
岸
か
ら
離
れ
、
地

盤
の
安
定
し
た
高
い
場
所
に
避
難
す
る
。

②
避
難
は
徒
歩
で
行
う
(
自
動
車
は
使

わ
な
い
)
。
③
出
来
る
だ
け
広
い
道
路

の
中
央
を
通
っ
て
避
難
す
る
(
自
動
車

に
は
十
分
注
意
す
る
)
。
④
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
、
正
し
い
情
報
を
つ

か
み
、
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

い
き
い
き
愛
媛

交
通
マ
ナ
l
ア
ッ
プ

運

動

の

翼

施

大

洲

警

察

署

平
成
五
年
に
入
っ
て
県
内
、
大
洲
署

管
内
と
も
に
、
車
に
よ
る
交
通
事
故
の

発
生
件
数
や
け
が
を
し
た
人
の
数
が
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
の
特
慣
は
、
①

若
者
・
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
②
交

差
点
事
故
が
多
発
③
シ
l
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
率
が
低
い
④
違
法
駐
車
の
増

加
等
ル
l
ル
無
視
や
交
通
マ
ナ
l
の
欠

如
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
た
め
、
十
一
月
十
日
ま
で
の
期

間
中
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
「
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
」
を
推
進
し
、
思
い
や
り
、

ゆ
ず
り
あ
い
、
マ
ナ
l
ア
ッ
プ
で
交
通

事
故
防
止
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
自
身
が
、
交
通
事
故
の
当
事

者
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
運
動

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

定
期
点
検
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の

マ

ナ

で

す

四
国
運
輸
局
愛
媛
陸
運
支
局
で
は
、

定
期
点
検
整
備
促
進
運
動
(
九
月
j
十

月
)
を
実
施
レ
て
い
ま
す
。

交
通
ル
l
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を

心
が
け
る
こ
と
は
一
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、

車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、

定
塑
口
巌
は
と
て
も
大
切
な
運
転
マ
ナ
ー

の
一
つ
で
す
。

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、
思

わ
ぬ
事
故
を
招
き
ま
す
。
人
も
車
も
愛

情
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

快
適
で
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
た

め
に
も
、
確
実
な
定
期
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
冶
つ
。
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病
院
付
き
添
い
や
個
人
家
庭
で
介
護

さ
れ
る
ケ
ア
・
ワ
l
カ
l
(
家
政
婦
)

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
、
ま
た
、

介
護
を
受
け
ら
れ
る
方
(
求
人
者
)
も

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ケ

ア
・
ワ
l
カ
!
福
祉
共
済
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
共
済
制
度
は
、
民
営
職
業

紹
介
所
を
通
じ
て
働
く
ケ
ア
・
ワ
l
ヵ
ー

の
皆
さ
ん
と
介
護
を
受
け
ら
れ
る
方
に

そ
れ
ぞ
れ
掛
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

紹
介
所
の
協
力
を
得
て
、
国
の
支
援
の

も
と
に
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
で
運
営
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
福
祉
共
済
は
、
ケ
ア
・
ワ
l
カ
l

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
守
つ

く
り
の
た
め
の
制
度
で
す
の
で
、
求
人

者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

お知らせ

四
種
類
の
補
償
制
度

求
人
者
の
方
に
掛
金
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
補
償

①
傷
害
補
償
。
通
勤
途
上
を
含
む
就

業
中
の
傷
害
に
つ
い
て
の
補
償
。

②
賃
金
不
払
事
故
補
償
。
求
人
者
が

行
方
不
明
等
に
な
り
、
賃
金
不
払
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
補
償
。

ケ
ア
@
ワ
l
カ
l
の
方
に

掛
金
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
補
償

①
賠
償
責
任
補
償
。
就
業
中
に
生
じ

た
事
故
で
、
他
人
の
生
命
・
身
体
を
害

し
た
り
、
ま
た
は
、
財
物
を
損
壊
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ケ
ア
園
ワ

1
カ
ー

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
損
害
補

償
に
つ
い
て
の
補
償
。

②
休
業
補
償
。
病
気
、
ま
た
は
、
怪

我
に
よ
り
入
院
し
た
場
合
に
お
け
る
収

入
の
補
償
。

①
傷
害
補
償
及
び
賃
金
不
払
事
故
補

償
は
、
平
成
五
年
九
月
一
日
よ
り
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
賠
償
責
任
補
償
及
び
休
業
補
償
は
、

平
成
五
年
六
月
よ
り
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。な
お
、
詳
し
く
は
、
財
団
法
人
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
愛
媛
支
部
(
盟

O

八
九
九
i
一一一

I
一
四
六
二
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
器
具
の

取
扱
い
に
ご
注
意
f

専
用
コ
ン
セ
ン
ト

を
取
り
付
け
て

国

四

電

最
近
は
、
エ
ア
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ
、

衣
類
乾
燥
機
な
ど
、
消
費
電
力
の
大
き

い
電
気
器
具
を
利
用
す
る
家
庭
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
器
具
を
使

用
す
る
場
合
は
、
専
用
の
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

普
通
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
使
用
す
る

と
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
電
気
配
線
に
無
理

の
い
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

専
用
コ
ン
セ
ン
ト
の
な
い
場
合
は
、

電
気
工
事
業
者
に
相
談
を
し
て
取
り
付

け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

、
ま
す全
域
を

レ
い
苧
」

J
q
B
P
U
 

N
T
T
八
幡
浜
支
庖
で
は
、
大
洲
市
・

喜
多
郡
内
の
通
信
設
備
を
全
面
的
に
最

新
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
通
信
設
備
に
更
新

す
る
た
め
、
各
地
で
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

力

こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
大
洲
市
・

喜
多
郡
内
の
電
話
利
用
者
は
、
次
の
よ

う
に
大
都
市
と
同
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
高
度
電
話
サ
ー
ビ
ス
(
転
送
電
話
、

ト
リ
ホ
ン
等
)

②
料
金
明
細
サ
ー
ビ
ス

③
電
話
料
金
割
引
サ
ー
ビ
ス
(
テ
レ

ジ
ョ

l
ズ
)
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、

遠
隔
制
御
に
よ
る
故
障
修
理
・
工
事
時

間
の
短
縮
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

の
導
入
に
よ
る
伝
送
品
質
の
改
善

以
上
の
よ
う
な
新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

の
た
め
、
八
月
中
旬
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

敷
設
等
の
本
格
的
な
工
事
開
始
に
よ
り
、

各
地
域
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
図
の
開
覧
が

有
料
に
な
り
ま
す

松

山

地

方

法

務

局

不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

十
月
一
日
か
ら
図
面
(
公
園
)
の
閲
覧

に
は
、
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

公
園
は
、
国
の
基
準
点
(
三
角
点
)

を
基
準
と
し
て
境
界
を
測
量
し
た
地
図

が
備
え
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
、

土
地
の
位
置
、
形
状
、
地
番
を
一
不
す
唯

一
の
公
的
資
料
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、

手
数
料
(
一
枚
四
百
円
)
を
納
付
し
て

そ
の
関
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
図
の
手
数
料
は
、
公
図
を
整
備
し

そ
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
経
費
に

充
て
ら
れ
る
な
ど
、
登
記
事
務
の
適
正
・

迅
速
な
処
理
の
推
進
を
図
る
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
丹
は
「
集
団

食
中
毒
防
止
月
間
」

九
月
は
、
「
集
団
食
中
毒
防
止
月
間
」

で
す
。
過
去
の
集
団
食
中
毒
の
発
生
状

況
を
見
る
と
、
九
月
に
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
調
理
場
は
衛
生
的
に
、

材
料
は
新
鮮
な
も
の
を
使
用
し
、
加
熱

は
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
公
民
館
等
の
集
会
場
に
お
い

て
、
臨
時
的
に
食
物
を
調
理
提
供
す
る

場
合
は
、
保
健
所
に
そ
の
旨
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。
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北
海
道
の
被
害
者
救
済
に

ー
長
反
小
の
ク
ラ
ス
が
義
援
金
¥

七
月
二
十
日
、
長
浜
小
学
校
三
年
二

組
が
、
大
津
波
で
被
害
に
遭
っ
た
北
海

道
奥
尻
島
へ
義
援
金
を
送
っ
た
。

こ
の
義
援
金
は
、
被
害
で
大
変
困
ワ

て
い
る
被
災
地
の
方
に
少
し
で
も
役
に

す
で
れ
ば
と
、
矢
野
壮
和
君
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
全
員
で
お
こ
づ
か

祖
先
の
霊
を
供
養

j
出
海
地
区
で
盆
踊
り
j

八
月
十
四
日
、
出
海
地
区
マ
盆
踊
り

大
会
が
行
わ
れ
、
約
三
百
人
が
参
加
し

た
。
こ
れ
は
、
担
先
の
供
養
の
た
め
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
長
浜
音
頭

や
竹
の
先
に
ボ
ン
ボ
ン
を
吋
ゆ
で
踊
る

「
ぼ
で
ん
踊
り
」
な
ど
で
祖
先
の
霊
を

慰
め
た
。

い
や
貯
金
な
ど
を
集
め
だ
も
の
で
、
郵

便
川
を
遇
じ
て
北
海
道
赤
ナ
字
支
部
へ

総
額
約
一
刀
二
千
川
が
送
ら
れ
た
。

教
育
力
の
大
切
さ

祖先の供養にと踊り続ける参加者

ー
武
司
イ
ク
さ
ん
を
摺
い
で
(

J

八
弓
一
日
、
町
体
育
聞
大
ホ
ー
ル
で

長
浜
町
，
本
庭
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、

町
内
の
り
視
ら
約
四
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ど
も
と
と
も
に
生
き
る

親
の
あ
り
方
を
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と

を
日
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者

は
、
講
師
の
武
田
イ
ク
さ
し
(
俳
優
式

出
鉄
矢
さ
ん
の
母
)
の
講
…
一
点
に
、
「
国

夏
の
夜
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

ー
間
山
田
閣
で
納
涼
ま
つ
り
J1

ケラスを代表して送金する稲田君と山口さん

川
、
月
一
一
十
七
日
、
白
滝
の
老
人
ホ
ー

ム
口
山
習
で
納
涼
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

地
味
の
子
供
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
約
八

の
教
育
力
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
し

た
と
」
感
想
を
話
し
て
い
た
。

十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
白
山
閣
と
地
械
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参

加
者
法
一
か
与
水
、
や
き
そ
ば
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
の
催
〕
物
で
、
更
の
市
恨
の
来

い
ひ
と
こ
う
べ
一
を
過
ご

楽しく交流を深める参加者

E
-
t喜一

ー
柴
俳
句
会

1

田
植
終
え
忙
し
ノ
¥
遡
る
洗
濯
機

坂

井

良

恵

初
蛍
五
口
も
独
り
か
過
疎
に
住
む

坂
井
喜
久
子

ふ
ー
ニ
口
町
き
手
と
生
き
抜
い
て
田
を
植
る

徳

田

静

子

五
月
晴
四
泊
五
日
の
旅
終
る

小
西
か
め
子

高
速
を
の
ろ
〈
走
る
梅
雨
の
旅

窪

美

恵

子

時
の
日
に
百
八
十
年
の
ね
じ
を
巻
く

柴

中

年

栄

紫
陽
花
の
咲
き
た
る
後
の
空
家
か
な

坂
田
ス
ミ
子

日
を
追
い
て
沼
を
干
す
海
雨
晴
間

新

満

穂

闇
に
灯
を
灯
し
て
は
ゆ
く
畿
か
な

林

定

子

教育カの大切さをと講演する武田イクきん

H
K同「
μ同
岡
山
/
1
 

旬

H
柴
小
学
較
H

夏
休
み
0

ア
ー
ル
で
遊
び
楽
し
い
な

五

年

中

嶋

良

太

ひ
ら
ヴ
ら
と
棄
が
舞
い
ち
づ
た
ひ
と
と

き
に
か
す
が
に
忠
、
つ
ふ
る
さ
と
の
親

五

年

坂

井

泰

子

夏
休
み
い
ろ
ん
な
出
来
事
楽
し
い
な

五

年

高

橋

亜

紀

雨
多
く
泳
げ
ず
さ
み
し
い
夏
休
み

六

年

同

花

貞

則

夏
の
空
風
が
す
ず
し
く
歌
コ
て
る

六

年

中

嶋

大

介

雲
少
し
今
日
は
夏
晴
れ
水
遊
び

六

年

窪

裕

子

リ
戒
川
小
学
較
リ

制
顔
は
い
つ
も
早
起
き
す
ご
い
な
あ

六

年

字

都

宮

未

来

し
お
だ
ま
り
只
や
魚
が
楽
し
そ
、
勺

冗

一

平

二

宮

俊

博

シ
ユ
ル
ン
ユ
ル
ト
夜
空
に
ど
ん
と
花
火

き

く

五

年

宇

都

宮

市

山

せ
み
さ
ん
よ
朝
か
ら
ジ
l
デ
、
つ
る
さ

い

ぞ

五

年

久

保

明

日

香

か
ぶ
と
む
し
大
き
な
角
で
い
ぼ
っ
て
る

五

年

一

-

一

片

至

)γ

、
ジ

i
ー
と
セ
ミ
の
お
し
ゃ
べ
り
う
る

き

い

な

五

一

平

宮

本

温

子

す
ず
め
ど
ち
米
が
で
き
ぬ
と
な
い
て
い

る

t
(
ヰ

山

本

雄

二

主
用
波
岩
に
ぶ
つ
か
り
ち
り
は
て
る

六

年

間

山

正

伸

夏
休
み
雨
が
続
い
て
つ
ま
ら
な
い

六

年

久

保

修

-
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震書生
推{憂，I‘ 
理器 'J、

学 iz
校'r.さが
表に
彰

八
月
六
円
、
松
山
市
の
県
庁
会
議
室

で
平
成
五
年
度
健
康
推
進
学
校
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
昨
年
に
続
き
櫛
生
小
学
校

が
、
優
秀
校
と
し
て
矢
野
順
意
愛
姫
県

教
育
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一

年

連

続

長
浜
小
が
金
賞
に

N
H
K
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ヒ
月
一
一
一
|
九

μ
、
愛
媛
県
教
育
委
員

N
H
K
学
園
で
は
、
教
長
と
趣
味
を

、
N
H
K
松

山

放

送

局

、

全

日

本

音

深

め

る

た

め

の

毛

筆

「

日

常

の

主

己

、

楽
教
育
研
究
会
な
ど
の
主
催
に
よ
る
平
一
受
付
期
間
)
平
成
4
年
九
月
八
日
か
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
国
第
な

成
五
年
度
第
六
十
回
N
H
K全
国
音
楽
ら
十
月
一
日
一
受
験
資
格
一
町
和
四
十
ど
七
十
一
講
座
の
秋
期
件
医
学
習
議
出

.Mmハ九
l
i
k
a
-
-
-
j
a
g
g
i
-
-
E
B
u
l
l
i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
;
:一
受
講
生
を
募
集
?
〕
て
い
ま
す
。

h@…
訳
父
親
の
「
博
」
の
字
を
入
れ
て
博
紀
と
名
付
け
ま
し
た
。
二
計
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
号
は
、

一
一
一
日
ゆ
元
気
で
、
の
び
の
び
と
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
一

N
H
K
学
問
(
一
T

一
八
六

1
0
二
東

り〆一

J

願
っ
て
い
ま
す
c

一
点
都
国
立
市
富
ム
上
見
台
二

l
一
一
一
六
、
八

ニ
ィ
，
F

藤
轟
轟
襲
襲
撃
融
機
轟
離
選
欝
れ
一
E

五
一
係
)
ま
や
¥
ハ
ガ
キ
に
ご
自
分

一一
一
Jaf--一~や
鵬

臨

瞳

〕

ふ

/

竺

の

住

所

氏

名

霊

番

号

を

記

入

の

一

訟

圃

聞

週

輔

竃

f

i
一
そ
〆
/
一
一
一
件
一
う
え
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
案
内
吉
は
純
一

一

ヨ

き

圃

勺

一

一

F
t

司

vwk
月
一
料
で
す
。

薗
盟
国
・
・
・
置
い
い
一
“
一
人
〆
一
子
一
一
向
艶

Q
u

・

一
す
三
。
臨
聞
官
官
蚤
品
川
叫
ん
V
A
七
年
一

一

一

一

で

む

園

開

司

れ

瞥

7

J

十

三

¥

れ

一

一

一

畿

圏

'

J
三γ
(

〈一一

J

J

X

一
ど
と
き
~
了
判
一

幽

・

一

(

父

H
H
博
実
さ
ん
e

母
H
早
苗
さ
ん
)

一一一一表彰・一歳ですなど

大

コ
ン
ク
ー
ル
八
幡
浜
地
区
大
会
が
、
八

幡
浜
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
長
浜
小
学

校
が
見
事
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
〈

な
お
、
八
月
十
七
日
、
松
山
市
民
ん
函

館
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
、
県
下
出

場
十
五
校
中
、
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
υ

正
義
感
に
あ

量
方
を
待
っ
て
い
ま
す

大

洲

警

察

署 る

愛
媛
県
警
察
で
は
、
平
成
六
年
度
愛

媛
県
警
察
官
等
の
採
用
候
補
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
一
山
義
感
あ
ふ
れ
る
官
一
方
、

ふ
る
つ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

婦
人
警
察
官
(
古
田
卒
)

一
年
四
月
二
日
生
か
ら
昭
和
五
十
一
年

四
月
一
日
生
れ
の
女
子

男
子
警
察
官
(
高
卒
)

一
受
付
期
間
}
平
成
五
作
九
月
八
け
か

ら
十
月
一
日
{
受
験
資
格
一
昭
和
問
十

一
年
四
月
二
日
生
か
ら
昭
和
五
十
一
年

四
月
一
月
生
れ
の
男
子

な
お
、
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

N
H
K学
問
闘
の

通
信
教
育
で

11 

国
の
教
青
口

i
ン
を

ご
利
屈
く
だ
さ
い

国
民
金
融
公
庫

ナピ

同
民
主
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大日
J

等
へ
の
入
学
費
用
や
、
在
学
中
の

授
業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資
す
る
「
国

わ
一
教
育
口
l
y
」
の
申
込
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

{
限
度
額
}
学
牛
・
生
徒
一
人
に
つ
き
、

百
五
十
万
円
以
内

一
利
家
一
年
五
・
凶
%

{
返
済
期
間
一
八
年
以
内

な
お
、
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫

松
山
支
出
(
宮

O
八
九
九
l
四一

l
六

一
川
八
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

「 引席、ぷ問問中L ...L.....:.'I; ..園出 h 
固

! 桜町!頃租誤認盟関 i 
! 10月17日(日) ~23 (士) I 
; 総務庁では、「行政相談制度J をさらに理 li解利用していただくために 「行政相談週!
間」を設け、行政相談委員とともに、各種の i
i行事を実施しており、その 環として、 1日!
i行政相談所(無料・秘密厳守〕を各地で開き i
;まι役所、特殊法人{公庫 公団 JR l 
i NTTなど)、県や市町村の仕事や窓口に対す i
る苦情・要望・意見などをお持ちの方は、お l
l気軽にご相談くださいけ i 
i 長浜町の相談所の開設日時、場所は次のと l

lE日時}叩O日(水)叩時任 3時!
おりです。

i [裁7 所?ブイコンシグセンター i 

なお、当町の行政相談員は、兵頭信男さん i
I (宮52-1326) で寸の 1 
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寄
付
採
納

(有)岸本印刷

O
白
滝
の
株
式
会
社
一
宮
工
務
庖
(
代

表
取
締
役
・
井
上
歳
久
)
:
・
現
金
十
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
長
浜
の
株
式
会
社
門
田
組
(
代
表
取

締
役
・
門
田
功
)
:
現
金
十
万
円
を
長

浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
豊
茂
の
株
式
会
社
佐
々
木
組
(
代
表

取
締
役
・
佐
々
木
計
和
)

J

・
現
金
十
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
櫛
生
の
斎
藤
建
設
株
式
会
社
(
代
表

取
締
役
・
斎
藤
加
太
郎
)
・
:
現
金
十
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
櫛
生
の
株
式
会
社
清
水
建
設
(
代
表

取
締
役
社
長
・
清
水
茂
)
:
・
現
金
十
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
須
沢
の
有
限
会
社
高
屋
建
設
(
代
表

取
締
役
・
高
屋
巧
)
・
:
現
金
十
万
円
を

長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
白
滝
の
伊
諜
建
設
工
業
合
名
会
社

(
代
表
社
員
・
瀧
内
仁
)
・
:
現
金
十
万

印刷平成5年 9月1日発行平成 5年 9月号

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
長
浜
の
有
限
会
社
長
浜
建
設
(
代
表

取
締
役
・
宮
本
勝
)
i
現
金
十
万
円
を

長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
(
代
表
理

事
組
合
長
・
一
宮
泰
忠
)
:
・
現
金
十
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
0

0
ド
須
戒
の
有
限
会
社
村
上
工
務
庖

(
代
表
取
締
役
・
村
上
道
義

)
i
現
金

十
万
円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
白
滝
の
有
限
会
社
徳
山
住
宅
(
代
表

取
締
役
・
徳
山
和
敬
)
:
・
現
金
五
万
円

を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
長
浜
の
有
限
会
社
豊
予
海
運
(
代
表

取
締
役
・
豊
田
勉
)
・
:
現
金
五
万
円
を

長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

。
長
浜
の
有
限
会
社
満
野
大
商
庖
(
代

表
取
締
役
・
満
野
公
介
)
:
・
現
金
五
万

円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
0

0
下
須
戒
の
渡
辺
博
央
さ
ん
・
0

・
現
金
五

万
円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
o

Q
大
洲
市
の
株
式
会
社
西
国
興
産
(
代

表
取
締
役
・
西
田
洋
二

i
現
金
二
十

五
万
円
を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
0

0
大
洲
市
の
株
式
会
社
伊
予
資
材
(
代

表
取
締
役
・
西
田
督
)
・
:
現
金
五
万
円

を
長
浜
町
(
太
鼓
購
入
資
金
)
へ
。

O
拓
海
の
長
浜
化
成
株
式
会
社
(
代
表

取
締
役
a

梅
田
明
市
)
:
・
嵐
太
鼓
用
上

履
(
二
十
五
足
)
を
長
浜
町
へ
。

ψ
 結

今月トップは村本拓也さん
・幸さんのカップル

時

¥

白

滝

西

/

白

滝

西

ヘ
下
須
戒
東

/
下
須
戒
山

黒

田

熊

香
川
県
高
松
市
立

戒

川

惣

松

山

市

池

上上

幸昌典徳治建 H青浩

野谷岩本本

お
誕
生
お
め
で
と
う
M

亀亀幹
則則生

二長長
友女男

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

¥

出

海

/
下
須
戒

み4宇寸

下本氏

拓

幸也名

f主
7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

イ主

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢
(
七
五
)

(
六
二
一
)

(
八
四
)

細川内閣が誕生して一党支

配の政治は終わった。九月召

集の臨時国会は政治改革関連

法案をはじめ、山積みする同

内国際の諸問題の解決をはじ

め、国民の立場に立つ政治改

革は期待に溢れるの中でも政

治改革担当大臣の設置は細川

内閣の決意がうかがわれ、閣

僚や高級官僚の金品受け取り

禁止や宮界、財界の癒着の撒

慌にメスが入ろう。腐敗政治

の摘発や贈収賄が徹底追及な

ど政治倫理も確立されてゆこ

う。二十一世紀への足音が聞

こえてくる。九月一日の関東

大震災記念日を迎えて、奥尻

島の大地麗と犬津波による惨

状は百を覆いたくなる。一日

も早い国の救済援助と同民の

御支援を望んで止まない。加

えて集中豪雨による鹿児島の

惨状と合わせ幾多の同胞を亡

くされた御家族の悲しみの消

える日はいつのことだろう。

九月二十日は彼岸の入りで御

冥福を祈って止まない。

九月十九日は俳聖子規の命

日だが、町内の小中学校では

長浜の生んだ俳人西村笑波に

続こうと日常生活に俳句を取

り入れ四年。笑波先生の命日

は九月十三日であり、町民あ

げて文化推進に尽力し、豊か

な文化の町長浜を育ててゆく

覚悟を新たにしていこう。

長

浜

下
須
戒

下
須
戒

大大浅
野野田

広報ながはま

お
〈
や
み

出長白

海浜滝

下
岡
マ
ツ
ミ

大

橋

昭

柴
田
ト
モ
ヱ

子夫子則代司美之里E知i冊目写児
美み定;ぇ気き名

須大量出長出豊仁櫛

高

橋

千

恵

一
谷
ト
ミ
子

楠
野
ヤ
ヱ
子

小
西
フ
サ
子

高
田
キ
ミ
子

中

田

友

和

松
田
ノ
ブ
ミ

叶

岡

和

夫

津
井
ト
ミ
コ

(
九
五
)

(
八
七
)

(
七
四
)

(
八
一
)

(
七
六
)

(
四
四
)

(
八
七
)

(
六
八
)

(八
O
)

沢越茂海浜海茂久生
訂
正
・
:
本
紙
六
月
号
七
ペ
ー
ジ
の

表
彰
の
文
中
、
橋
岡
英
司
(
長
浜

小
)
は
(
喜
多
灘
小
)
の
誤
り
で

し
た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

7月末現在 前月との比較

10，964人 24人減
λ、口 (男5，131人) (男 8人減)

女5，833入 女16人減

世帯数 4世帯減

帯世口人


